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でこの研究の 目的は、 1. BOLD理論から脳の酸素代謝率(CMR02)算出のアル
ゴリズムを完成すること、 2.得られた結果を PETと比較して妥当性を検討す
るこ とである。さらに、 3.得られた CMR02値から血栓溶解療法の適応を決め







































sR2'= M ・{1・sCBF吋・sCl¥低02s}， [6] 
CMR02に変化がない状態で CBFのみを変化させると、 [6]式におけるsCI¥偲 O2
は1になるので、 MはsCBFとsR2事から求めるもとが可能になる。
従って、相対的な CMR02は、次式によって求めることが可能である。









ガドリニウムをボーラスで静注する dynamicsusceptibili ty contrast (DSC) 
法により測定した。測定には、共同研究者である椎野らが開発したフ。ログラム
を使用した。撮像条件は、 gradientecho、4-shotEP1を用いた。 TR/TE=285/23、
FA=200 、bandwidth=69. 93、128x 128 matrix、slicethickness=5mm、FOV=22cm。
Multi-shotであるので、実質的な繰り返し時間は1.462秒であった。肘静脈に













は、 TR/TE=3000/50 ms; flip angle， 600; receiver bandwidth， 100 kHz; field of view， 24 
cm; matrix， 128 x 128; slice thickness， 5 mm; slice gap， 7 to 10 mm; and imaging time， 





立メディコ、 8リング15スライス)を使用した。 CI502(300 MBq/minute) and 1502 
(500 MBq/minute)を持続吸入し 5分間で測定した。定量の目的で榛骨動脈から
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動脈血を採取した。 VBVの測定は1.20GBq of c'50 を吸入させて測定した。
CMR02とOEFはsteady-state法で、算出し、 CBVで補正した。
IV.位置合わせ
PETとMRIのデータの位置合わせは、 Dr.View (version 5.07; Asahi Kasei)を用
いて行った。位置合わせのための脳3次元撮像の条件は、:TRlTE， 9.3/2 ms; matrix， 
256 x 256; slice thickness， 1 mm; slice gap， -0.5 mm (ovedapped)o PETと脳3次元像
の位置合わせを自動で行い、 MRIのスライスに合わせてPET画像をリスライスし
た。
Ilustrative figures for registration and re-slice 















Summary of the cases 
No Name Age Sex PET CMR02* Vascular lesion 
H.E. 65 F No Bilateral MCA occlusion 
2 I.H. 72 M No Multiple lacunae 
3 S.H. 71 乱f Yes lS0 Lt. 1C occlusion 
4 M.S. 53 M Yes dec Rt. MCA occlusion 
5 A.M. 63 F Yes dec Rt. M， occlusion， Lt.A"M， stenosis 
6 S.M. 68 恥f yes dec Lt. 1C occlusion 
*; results from PET. 1so; no regional CMR02 decrease， dec; local decrease of CMR02 
[結果]
下図は症例 1~3 における acetazolamide負荷前後のdeltaBOLDを示す。症例 3
では、負荷前後の頭位のズレによると思われるアーチファクトが目立つ。
Results of delta BOLD mapping (Cases 1，2， and 3) 




Results of CMR02 mapping (Cases 1， 2， and 3) 
Results of CMR02 mapping (Cases 4， 5， and 6) 
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症例 4 ~ 6 では、検査中にMR装置のテーブルを動かないようにして撮像 し 、
同様にCMROヲを算出した。下図のPETの結果と較べると脳酸素代謝率が低下して
いる領域が一致しているように見える。









されている。 下図の%change map (base)がacetazolamide負荷前のdeltaBOLD 
mappingで、ある。 灰白質と白質で、deltaBOLDに差があるこ とがわかる。
BOLD signal change and delta BOLD mapping 




New results of CMR02 mapping (Cases 1，2， and 3) and PET CMR02 (Case 3) 
? ???
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